
令和５(2023)年

９月５日（火）
10:30～15:00

保健衛生事業功労者
救急医療功労者
公衆衛生学会発表優秀者

Ⅰ 式 典 / 栃木県庁昭和館正庁

10：30 ～ 12：20表 彰 式

演題詳細は裏面を参照

Ⅱ 口演発表 /栃木県庁昭和館多目的室

第63回

栃 木 県 公 衆 衛 生 大 会
第61回

栃 木 県 公 衆 衛 生 学 会
令和５(2023)年度

救 急 医 療 週 間 記 念 大 会

口 演 発 表

《式典について》
＊式典は代表受賞者のみで執り行わせていただき、一般の方の御入場はできません。
＊記念講演のみWeb配信を行います。申込み方法については別紙①を御覧ください。

主催

栃木県・栃木県公衆衛生協会

記 念 講 演 「だれ一人置いていかない健康づくりための
コミュニティ・デザイン思考」

京都大学大学院医学研究科 教授 近藤 尚己 氏

《口演発表について》
＊口演発表は、会場参加又はオンライン参加が可能なハイブ
リッド形式で開催いたします。
申込み方法については別紙①を御覧ください。

13：30 ～ 15：00



第６０回栃木県公衆衛生学会演題 ※演題等は変更することがあります

第 １ 会 場 第 ２ 会 場

★栃木県における医療費等の状況についての考察

★県内の「接骨院・整骨院」を訪れた膝痛患者の分析

★胸部X線画像AI読影支援システムの構築について

★カテゴリーマップ一致度係数（MapCurves法）によ
る空間相関分析の試み
－地域診断への応用を目的として－

★令和4年度における脊髄性筋委縮症および複合免疫不
全症を対象とした臨床研究事業の実施状況報告

☆若年健常者を対象とした緑茶摂取による生活習慣病予
防効果
―終末糖化産物（AGEs）を指標とした検討―

☆企業における個別保健指導について

☆メタボリックシンドロームの予防・改善を支援する
３・３講座（３か月で－３kg）の取組み

★多職種・多部門と連携した、新型コロナウイルス感染
症流行時における保健所業務の支援に係る動員者の研
修の有用性と課題

★安足健康福祉センターにおける新型コロナウイルス感
染症対応
～OODAループを用いた振り返り～

★新型コロナウイルス感染症の入院調整からみた地域包
括ケアシステムの課題

★高齢者施設における新型コロナウイルス感染症対応力
向上のための取組と保健所の役割

★災害時個別支援計画作成における関係機関との連携の
重要性

☆保健所の感染症対応への受援にかかる流行状況を予測
する簡易モデルの考案と検証

☆県南圏域における医療的ケア児に係る「圏域の協議の
場」での取組

☆学齢期における学校での肥満指導について
～フォローアップ事業～

第 ３ 会 場 第 ４ 会 場

★県南保健所で経験した喀痰塗抹陽性患者２事例から考
える保健所の結核対策について

★県南保健所の性感染症検査における梅毒の受検動向に
ついて

★安足健康福祉センターにおけるHIV・性感染症検査に
ついての考察

★栃木県内で検出されたSARS-CoV-2（新型コロナウ
イルス）の分子疫学解析【第二報】

★栃木県内で検出されたエンテロウイルスの分子疫学

☆関係機関との連携による高齢化集落巡回相談・講座事
業について

☆人生100年フレイル予防プロジェクト
－各関係機関や団体等と連携したフレイル予防対策の
推進－

★精神疾患を持つ対象者へのクライシスプランの作成と
活用を通して見えた成果と課題について

★栃木県矢板健康福祉センターにおける「精神障害にも
対応した地域包括ケアシステム（にも包括）」の取り
組みについて

★ヒートアイランド現象が県民生活に及ぼす影響につい
て

★中外製薬工業株式会社 品質改善プログラム
「Q-Plan」の活動紹介

★歯科治療器具生産として包装ミスの撲滅に向けた活動

☆湯ノ湖の湧水に関する研究

お問い合わせ：栃木県公衆衛生協会事務局（栃木県保健福祉部保健福祉課地域保健担当）

TEL：028-623-3103 MAIL：koshueisei@pref.tochigi.lg.jp

大会HP https://www.pref.tochigi.lg.jp/e01/system/honchou/honchou/kousyueisei-taikai.html

学会HP https://www.pref.tochigi.lg.jp/e01/system/honchou/honchou/kousyueisei-gakkai.html

＊県HPで「公衆衛生大会」「公衆衛生学会」で検索ください。

「栃木県公衆衛生学会」とは・・・？

備考 ★：口演発表 ☆：誌上発表

快適で良好な環境のもとで、生涯にわたって健やかな生活を送ることは、すべての県民の願
いです。
しかし、医学の進歩や公衆衛生・生活水準の向上にもかかわらず、健康を阻害する多くの問

題が提起され、適切な解決が求められています。
そこで、県内の公衆衛生関係者が一堂に会し、健康や環境問題に対する認識を更に深め、問

題解決への意欲を新たにするとともに、県民の皆さんの公衆衛生、環境保全への関心を高める
ため開催しています。


